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Ⅰ．研究の目的
　職場環境は、仕事に従事する人にとって、人生に大

きな影響を与える要素である。

　昨今、保育所における不適切な指導が問題になって

いるが、どのような状況下で不適切な指導が発生する

かについての原因を追究し、こどもにとって最善の保

育が行われることが喫緊の課題である。

　こどもにとっての最善の保育は、その職場の中で保

育の在り方について試行錯誤し、保育者間で共有され、

求め続けていく必要があり、職場環境、中でも人間関

係が大きな影響を及ぼすと考えられる。職場での経験

年数の異なる保育者の関係、上司との関係などが保育

の質や仕事への満足度、追求心ややりがい等にも影響

を与えると考えられる。

　一方、保育者の早期離職が保育の質の向上に影響し

ているとの指摘もある。

　本研究は、保育所内での人間関係の実態を明らかに

し、互いに支え合ってこどものために保育の改善を求

め続ける保育者支援の在り方について考究する。

Ⅱ．研究方法
（1）文献による研究

　　国内外の保育者の離職に関する研究の分析を行う。

（2）質問紙調査

　・対象　東京都内保育所

　・有効回答　76

　・調査方法　オンラインによる無記名回答

Ⅲ．先行研究概観
　厚生労働省の平成25年度の離職者は3.3万人で、離職
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率は10.3%（民間保育所12.0%）となっている。関連調

査で３年に一度行われている経験年数の調査を見てみ

ると、２年未満14.9%、２から４年未満は13.6%、４か

ら６年未満11.6%、６から８年未満9.1%で、８年未満

が全体の約半数を占めており、経験年数が低い保育者

が多い状況である。この調査での離職の理由は把握で

きなかったが、平成26年発行の東京都保育士実態調査

報告書（東京都福祉保健局：2014）では、現在保育士

として働いている者の職場の改善希望は、給与・賞与

等の改善59.0%、教員数の増員40.4%、事務・雑務の軽

減34.9%、未消化休暇の改善31.5%、勤務シフトの改善

27.4%、職員間のコミュニ―ケーション20.3%、研修機

会の充実13.7%、相談体制の充実13.5%他となっており、

（複数回答）離職につながる状況が読み取れる。また、

2018年発行の同様のデータは、上記項目において数値

が上昇している。（東京都福祉保健局：2018）

　一方、幼稚園の教員の離職に関する現状を、文部科

学省の学校教員統計調査2020年で見ていくと、病気の

ため455名、（精神疾患238）死亡42名、転職2660名、家

庭の事情2747名、大学等入学39名、職務上の問題のた

め144名、その他2802名である。

　その他が約3000名いるが、具体的内容は公表されて

いない。

　保育者の離職は、実際にはどのような状況なのか、

その原因に関する研究を概観していく。

Ⅲ－1　保育者を対象とした研究

（1）新人保育者の早期離職に関する実態調査

　森本美佐、林悠子、東村知子（2013）の新人保育者

の早期離職に関する実態調査では、幼稚園75、保育所

69か所を対象にしているが、１年未満の退職者がある

施設は58施設、１から３年の退職者ありは、63施設で

163名である。退職理由はN＝247で、結婚76件、進路

変更53件、出産・育児36件、身体的不調・精神的な体

調不良45件である。

・退職にいたった原因

　責任の重さ28件、知識能力不足25件、職場の人間関

係22件、その他　職場との相性

・１年未満の退職理由

　身体的、精神的体調不良のみであると報告している。

（2）新卒後５年目までの保育者の「辞めたい理由」に

注目した研究

　遠藤知里、竹石聖子、鈴木久美子、加藤光良（2012）

の平成19年卒業から５年間の保育所、幼稚園その他の

児童福祉施設に就職した181名の研究では、職場変更、

転職、退職に影響した出来事・理由を聞いている。

・職場の方針に疑問を感じたため・・39名（73.6%）

・心身の不調のため・・38名（71.7%）

・職場の人間関係が悪かったため・・36名（67.9%）

・将来に希望が持てなかったため・・34名（64.2%）

・休暇が少なかったため・・32名（60.4%）

・残業が多かったため・・29名（54.7%）

・仕事に自信がなくなったため・・29名（54.7%）

である。

　また、日常の出来事が「辞めたい気分」及ぼす影響

度についても調査している。

　第一因子は働きすぎだと感じるとき、第二因子は保

育に向いていないと感じるとき、第三因子うまくいか

ない自分に直面するとき、第四因子は職場の人間関係

など疑に問を感じるときであると報告している。

（3）保育者の早期離職に至るプロセス

　傳馬淳一郎、中西さやか（2014）は、私立幼稚園３

年目の教諭１名Aの離職に至るプロセスを研究してい

る。

〇１年目

　・就職して１か月で辞めたいと思うようになった。

　・２学期まではこどもをかわいいとは思えない。

　・毎朝６時に出勤。

〇２年目

　・保育は楽しい

　・仕事の量が多くなった。自分からも園全体の仕事

をする

　・園内の人間関係、主任、後輩への気遣い

　・意向調査で来年辞めると記入し、次年度以降は「辞

める」をにおわす。
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Ⅲ－2　施設等を対象にした研究

　次に幼稚園、保育所等に対して調査した研究につい

て概観していく。

　新卒保育者の早期離職問題に関する研究で、加藤光

良、鈴木久美子（2011）は、静岡県の幼稚園54、保育

所66、12施設を対象に早期離職について研究している。

新卒者の退職者数は合計95名（49園）で、１年未満の

退職は、幼稚園８園11名、保育所14園16名、施設２園

４名で計31名である。勤続１から２年未満は、幼稚園

８園９名、保育所12園15名、施設３園３名で計27名で

あった。また、２から３年未満は、幼稚園11園14名、

保育所13園19名、施設４園４名で 計37名であると報告

している。

　この新卒保育者の退職理由としては園として把握し

ている退職理由は次の通りである。

　・仕事への適性がない（22）、労働条件が合わない（2）、

人間関係（6）、健康上の理由（16） 家庭の事情（7）、

転職（5）、結婚（16）、出産（5）、その他（6）

　以上の先行研究で、保育者を対象とした研究の、早

期退職の理由として多く見られたのは「職場の人間関

係」と「病気」である。「職場の人間関係」では、上司、

管理職との関係が悪いことが離職の原因と指摘してい

る研究結果も存在し、職場環境としての人間関係は重

要であることを示している。卒業して保育職になった

学生が、早期に辞めたいと言ってくることが多く、そ

の理由として「人間関係」を挙げていることが多いと

いう実感はあるが、研究結果が共有できる実感である。

また、研究では「病気による離職」も多く報告されて

いる。文部科学省の学校教員統計調査（2018）では、

病気理由の離職者455名のうち、精神疾患が238名であ

り、遠藤知里ら（2012）の研究でも、「心身の不調」が

71.7%と報告されている。病気のために離職した保育者

の中で、精神疾患の数が55%、71%という状況は、職場

の管理、運営として深刻な問題である。「心身の不調」

や「病気」の原因が何かというところまで研究で追及

したものは把握できなかったが、これらの原因に職場

の人間関係が含まれている可能性を考えると、離職は

「職場の人間関係」が大きく影響していると考えられる。

Ⅳ．海外における保育者の離職に関する研究
　日本国内の保育者の離職に関する考察は上記の通り

であるが、調査の結果として、海外で研究された文献、

記事などからも、多くの国で同様の問題が起こってい

ることが分かる。

　保育者の職業人として抱える何らかの問題に言及し

ている研究は、米国、韓国、ドイツ、イタリア、フラ

ンス、ベルギー、シンガポール、リトアニア、クロア

チア、ギリシャ、中国、カナダ、香港、チェコ、ニュー

ジーランド、ヨルダン、ハンガリー、ノルウェー、台湾、

スイス、ガーナ、合計21か国、確認できた。

　以下に、筆者が選択した文献の一部を供覧する。

Ⅳ－1【アメリカ】保育者を対象とした研究

　Ümmühan YEŞİL DAĞLI（2012） は、「America’s 

Public School Kindergarten Teachers’ Job　Turnover 

and Associated Factors」として、調査を行っている。

この調査では、SASS（School and staffing survey）の

2003年～ 2004年のデータとそのフォローアップデータ

としてTFS（Teacher follow-up Survey）のデータ2004

年～ 2005年版のデータを使用して調査している。SASS

（School and staffing survey）の調査では、調査Ｎ数：

53188（約43000人のpublic schoolの教員から回答を得

ている）であった。また、TFS（Teacher follow-up 

Survey）調査Ｎ数：37795であった。

　調査内容には、質問形式での調査が採用されて

おり、そのスケールの内容は、Job Satisfaction, 

Burnout, Administrative support, colleague Support, 

Professional support , Inf luence Global school 

policy, Influence on School’s curriculum, Classroom 

Autonomy, Student Qualityであった。これら８項目の

組み合わせ相関関係を主眼とし、調査している。

　具体的な退職の理由についての言及はされていな

かった。保育者を所属する学校にとどめる要因として

school policy（学校の方針）が影響を与えているとし、

またcolleague Support（同僚のサポート）が保育者の

キャリア離脱を予防できる可能性があるとしている。

職場環境における人間関係、所属する学校の方針も離
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職を考える保育者にとって重要な要因であることを説

明している。

Ⅳ－2【べルギー】保育者を対象とした研究

　さらに、Katrien Struyven, Gert Vanthournout

（2014）の研究である「Teachers' exit decisions: An 

investigation into the reasons why newly qualified 

teachers fail to enter the teaching profession or why 

those who do enter do not continue teaching」は、

退職する意思決定に関しての研究であり、調査対象

は、保育者（Kindergarten）を含めたPrimary School, 

Secondary School（合計Ｎ＝154）と、保育の現場経験

がない者（n=81）を対象とした研究である。この研究

は質問紙法を採用し、対象者に「仕事の満足度と幼児、

生徒に関する要因」、「保育施設/学校の管理とサポート」

「仕事の負荷」「将来の見通し」「保護者との関係」につ

いて分類した質問を設定し、研究を行っている。「将来

の見通し」については、すべての解答者に共通してい

るとは言えないものの、対象者の多くがこの要素が退

職の意思決定にかかわっているとしている。

Ⅳ－3【ドイツ】保育者を対象とした研究

　Jungbauer, J., と Ehlen, S.（2014）らは「Low pay but 

still we stay: Retention in early childhood education 

and care」というテーマで、保育者のストレスと燃え

尽き症候群、健康問題と職場環境（状況）の関連性を

研究しており、ドイツの保育者834人を対象としている。

　本文中には指標として、「仕事のストレス」「健康と

個人的な問題」「家族の問題とパートナーシップ」「友

人（友情）関係と障害」を使用している。

　このストレスが退職の理由となる等の直接的な表現

や記述は認められなかった。しかしながら、集計項目

の設定では通常考えうる退職理由である「仕事のスト

レス」「健康と個人的な問題」「家族の問題とパートナー

シップ」「友人（友情）関係と障害」が示されていた。

具体的な退職理由となりえる項目であるが、この研究

では仕事のストレスに含まれる要素として記載されて

いた。

Ⅴ．保育所の職場の人的環境に関する研究結果
（1）勤務年数

　回答者の勤務年数は、75件のうち、２年目（30.7%）、

３年目（33.3%）、４年目（36%）とほほ同数である。

（2）担当クラス

　回答者が１年目の時の担当クラスは１歳（32.9%）、

２歳児（22.4%）、０歳児（19.7%）、３歳児（11.8%）で、

合計86.8%になり、３歳児以下の低年齢児を担当してい

る。

　２年目の時の担当クラスは１歳児（23.7%）、２歳児

（32.9%）、０歳児（15.8%）、３歳児（13.2%）

で、合計85.6%になり、多少の変動はあるがほぼ同じ割

合である。

　３年目の時の担当クラスは１歳児（30.8%）、２歳児

（17.3%）、０歳児（17.3%）、３歳児（25%）

であるが、４年目になると１歳児（25%）、２歳児

（42.9%）、３歳児（10.7%）なり、２歳児担当が大幅に

増えている

　質問の代表例として１年次の質問と結果（図１）と

４年次の質問と結果（図２）を以下に示す。

図１：質問Ⅲ－１と結果

図２：質問Ⅲ－４と結果
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（3）励みになったこと

　励みになったことは仕事の意欲につながり、勤務を

継続していく動機付けになる重要な要素である。次に

具体的に見ていく。

　下記、図３に示す通り、子どもとの関わりでは「日々

の成長を感じたこと」は40.8%、「信頼関係ができたと

感じたこと」は、43.4%で回答をほぼ二分している。子

ども達の成長を直接感じられることや子どもとの関わ

りの中で心がつながり、信頼関係ができたと実感でき

ることが励みとなることが分かる。具体的な事例を聞

いているが次の様な回答があることからも子どもとの

関わりが良好であり、こどもが楽しんでいたり、困っ

たときに頼ってくれたりすることが大きな励みになる

ことが分かる。

自由記述の一例をあげる。

・子どもたちに、大好きと言葉で伝えられた時(複数)

・子どもの発見や表現を代弁しながら関わることで、

言葉を発しながら子どもが楽しんで遊ぶ様子が見ら

れたこと

・上手くコミュニケーション取れてない感じていた子

が、困ったときや悲しい時に甘えてきてくれたこ

と。 

・クラスが違うのに話しかけてくれる子がいること。

・子どもたちが自分の名前をたくさん呼んでくれた

り、頼られるようになったりしたこと。

一方、図４が示す通り、職員同士の関わりで励みになっ

たこととして挙げているのは、「自分の努力を認めてく

れた」「日常的に声をかけてくれたが同数で30.7%であ

る。「困り感を相談できた」が20%で、「こどもの成長

を共感した」が17.3%である。

自由記述は次の通りである。

・自分が担当していた子どもたちを他の職員が褒めて

くれた。

・行事を無事に終えられた事

・職員同士の関わりで、言葉掛けが前より上手くなり

どんどん成長を感じると伝えられて嬉しかった。

・休憩の時間に子どもへの声掛けや動きを褒めて頂い

た。

・日々子どもの成長を話し合い、次はこんな事ができ

る様に目標を立てよう等、日々過ごしていく中で、

今まで出来なかったことが出来る様になり、それを

職員間・子どもと喜び合えること。

・行事の係で大変な時に助けてくれた・保育の事の相

談やそれ以外の趣味の事も話す事ができてとても楽

しく、コミュニケーションを取っている。 

・一緒に進めていく中で衝突もあるが、その度に他の

職員が話を聞いてくれ、相談に乗ってくれたり改善

しようと行動してくれたりすることが、人的環境に

恵まれているなと感じた。

　自分のクラスの子どもがほめられたり、行事の担当

をほめてもらったりすることで励まされ、自信や意欲

につながることがわかる。

　また、保護者との関わりで励みになったこととして

は、「感謝の気持ちを伝えられた」が60.5%で、圧倒的

数値であり、「家庭での様子を話してくれた」が26.3%

である。

自由記述は次の通りである。

・行事の係で大変な時に助けてくれた

図３：質問Ⅳ－１と結果

図４：質問Ⅳ－２と結果
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・保育の事の相談やそれ以外の趣味の事も話す事がで

きてとても楽しく、コミュニケーションを取ってい

る。

・一緒に進めていく中で衝突もあるが、その度に他の

職員が話を聞いてくれ、相談に乗ってくれたり改善

しようと行動してくれたりすることが、人的環境に

恵まれているなと感じた。

・行事では、普段見られない子どもと保護者が一緒に

なって楽しむ姿が見られたこと。

・子育てに対する悩みに答え、その後保護者の表情が

明るくなった。

・保護者の方に家でよくお話聞いてますと伝えていた

だいた時。

・いつも子どもが楽しそうにしてるので嬉しいですと

言って貰えたことです！

・朝の送り出しやお迎えの時、子どもたちの様子を共

感したり、たわいもない話をしたりして、コミュニ

ケーションが増え、関わりが深まっていくのを感じ

た。

・子供の困っていることを相談され、頼られているの

だと感じた。　他多数

（4）達成感を感じること

　達成感をどのようなときに感じるかという問いに対

しては、次のグラフのとおりである。「励みになったこ

と」とほぼ同様の内容になっている。

　図５の質問と結果が示す通り、日常の保育の中では、

子どもとの信頼関係ができたと感じたと実感したとき

30%、声掛けがこどもに届いたとき29.3%、こどもが喜

んだとき25.3%である。こどもとの関わりに達成感を感

じることができている。また、保護者との関わり（図７：

質問Ⅴ－3と結果）では、こどもの成長を共感できたと

きが50%となっている。職員同士の関わりの関する質

問（図８）の結果では、先輩から褒められたり、認め

られたりが30%程度で、提案が採用されたりしたとき

達成感を感じると回答している。これは行事の場合で

も同様で、図６で明確になっている通り、こどもたち

や保護者が喜んでくれたとき達成感を感じている。

Ⅵ．まとめと今後の課題
　先行研究では退職にいたった具体的理由は次のよう

な点であった。

・仕事の進歩に不安、能力の不足

・割り当てられた職務に対する嫌悪・不適合

・不十分な恩恵

図５：質問Ⅴ－１と結果

図６：質問Ⅴ－２と結果

図７：質問Ⅴ－３と結果

図８：質問Ⅴ－４と結果
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・仕事の負担量(勤務時間、責任範囲)

・園の方針や・組織文化の不適合

・同僚や上司からのサポートの不足

・上司への不満

・給料、家族、健康面

　このように能力の不足、職場の人間関係によるスト

レスや漠然とした不満が退職意向の促進や早期退職に

つながると考察されるが、これらの要因を緩和させて

いければ、勤務意欲を向上させる可能性が高いと考え

られる。

　今回の保育所の調査で、こどもとの関わりの中で、

信頼関係が形成されたと実感できたり、こどもから大

好きと言われることで励まされたと回答しており、そ

のことで幸福感を感じることができたり、責任感の重

さを感じつつもやりがいを感じることができ、職務遂

行の意欲が向上すると考えられる。

　また、同僚や上司から保育について褒められたり、

自分のクラスの子どもを褒められたりすると励みにな

り、行事が成功したときや自分が担当した職務の遂行

が認められたりして、達成感を感じるという回答も多

かった。同僚や上司が具体的にサポートして、割り当

てられた職務が十分に遂行できるようにしていくこと

が自己有用感を高め、職の継続意欲を高めると考えら

れる。その結果、子どもたちの成長、楽しい園生活が

実現されると保護者から感謝されたり、喜ばれたりす

るので意欲が高まることにつながり、好循環が形成さ

れる。

　同僚や上司はメンターの役割を認識し、メンタリン

グを発揮して保育の場の保育者同士、保育者と子ども

たち、保育者と保護者という人的環境を良好なものに

していくことが重要である。

<今後の課題>

　早期離職を防止し、職の継続意欲を高めていくため

に、子どもや保護者からの励ましが有効であることが

考察できたが、それらは保育が充実した結果得られる

ものである。そのためには、保育のための知識、実践

力の向上が必要で、職場の中での人間関係、メンタリ

ングの方法、効果の検証に関する研究が今後の課題で

ある。
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